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泉南市教育委員会令和２年第１回臨時会会議録 

 

 

（１）日時・場所 

    令和２年２月６日（木） 

    午後４時 00分 開会   午後５時 00分 閉会 

    泉南市役所 教育委員会事務局内において 

 

（２）教育委員会出席者 

    古川 聖登   教育長 

    片木 哲男   教育委員会委員（教育長職務代理者） 

    薮内 進    教育委員会委員 

    太田 淳子   教育委員会委員 

 

（３）事務局出席者の職氏名 

    岡田 直樹   教育部長 

    阪上 浩之   教育部次長兼人権教育課長 

    岩崎 誠    学務課長 

 

（４）休憩・遅刻等について 

     

 

（５）会議録署名者の氏名 

    古川 聖登 

    片木 哲男 
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泉南市教育委員会 令和２年第１回臨時会 議事日程 

令和２年２月６日（木）午後４時 00分 開会 

泉南市役所 教育委員会事務局内 

日程番号 議案等の番号 件     名 

 

 

日程第１ 

 

日程第２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第１号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開   会 

 

会議録署名者の指名 

 

令和２年度泉南市教職員人事について 

 

 

その他 
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午後４時 00分開会 

○古川教育長 ただいまから、泉南市教育

委員会令和２年第１回臨時会を開催いたし

ます。出席委員が過半数であり、定足数に

達しておりますので、会議は適法に成立い

たしました。 

これより、日程に入ります。 

 日程第１、会議録署名者の指名を行いま

す。本日の会議録署名者は、教育委員会会

議規則第 12条第２項により、教育長のほか

に教育長において片木委員を指名いたしま

す。 

 次に日程第２、議案第１号、令和２年度

泉南市教職員人事についてを議題といたし

ます。 

 本件につきましては、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律第 14 条第７項た

だし書きの規定に基づきまして、非公開と

して審議することを発議します。審議を公

開しない、つまり非公開にするには同法に

より教育長、または委員の発議により出席

委員の３分の２以上の多数の議決を要し、

かつ同条第８項により討論を行わないでそ

の可否を決しなければならないことと規定

されております。よって、直ちに本件を採

決いたします。 

 教職員人事につきましては、発表時期が

まだ先ですので、それを先にお諮りするこ

とになりますから、非公開が相当かと考え

ております。よって直ちに本件を採択いた

します。 

 お諮りいたします。 

 令和２年度泉南市教職員人事については

公開しない、つまり非公開による審議する

ことに御異議ございませんか。 

 全員異議なしと認めます。 

よって、議案第１号、令和２年度泉南市

教職員人事については公開しない、つまり

非公開により審議をすることに決定いたし

ました。 
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○古川教育長 ここで教育長発議により非

公開を解きたいと思います。直ちに本件を

採決いたします。 
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お諮りいたします。 

非公開を解くことに御異議ございません

か。 

 全員異議なしと認めます。 

 よって、非公開を解くことに決定いたし

ました。 

 次に、その他といたしまして、岩崎学務

課長から報告があります。 

 岩崎学務課長。 

 

 

○岩崎学務課長 失礼いたします。前回、

令和２年第１回泉南市教育委員会定例会で

お諮りさせていただきました学務課の補正

予算に係ります内容、これについて説明が

足りなかった点がございましたので、本日

改めて御報告を申し上げます。 

 先に下の歳出欄をごらんください。 

 新制度移行園に当たります３つの幼稚園、

砂川幼稚園、カトリック天使幼稚園、海星

幼稚園におきまして、当初入園予定者数で

算出しておりました保育料無償化に係る負

担金に関しまして、当初 8,000 万円を見込

んでおったところ、見込みより入園数が少

なく、８割近くになったということで、

1,200 万円の減額を考えてございます。 

 子どもたちの数が減ったことによりまし

て国や府から負担金、こちらと合わせて縮

小、減額ということで、上の歳入欄も合わ

せて減額をさせていただくことになります。 

 一番上が国庫負担金でございます。441

万 6,000 円の減額、それから２番目、④番

の府の負担金につきましては、227万 7,000

円の減額です。 

 ⑤番、これも府の補助金ということで

153 万 7,000 円の減額ということでいわゆ

る幼児教育無償化にかかわりまして、私立

幼稚園にお子様を通わせております保護者

様の事業が全体で縮小させていただきます

ということでお願いしたいというところで

ございます。 

 以上でございます。 

 

○岡田教育部長 その補正予算につきまし

て、追加で要求する内容がございますので、

口頭にて御説明申し上げます。 

 内容は今のマスコミをにぎわしておりま

すけれども、ＧＩＧＡスクール構想につい

てです。１人１台のパソコンと高速ネット

ワークを国が整備しようという事業でござ

います。 

 具体的には、各 14校の校内のネットワー

クを高速化することと、無線の Wi-Fi のア

ンテナを設置する工事を行うための経費を

盛り込むものでございます。先ほども財政

課と協議する中、まだ数字がかたまってお

りません。概数で大変恐縮ですが、学校の

14 校の施設整備事業費としまして、概ね

7,000万円。そして、それを裏づける国から

の歳入として、教育費国庫補助金として、

おおむね２分の１、3,500万円の歳入を補正

予算として３月市議会に向けて提案する手

配をしているところでございます。 

 なお、今回 7,000 万円の工事に対して

3,500万円の歳入があり、残りの２分の１は

市民の税金を直接充てるのではなくて、今

回全て国等の調整で一旦借金をさせていた

だきまして、その残の６割をまた後から国

からいただけるという形になります。市の

持ち出しは、今回０円で将来全体の 30％余

りを 30 年間ほどかけてお返ししていくと

いうような事業の流れになっております。

誠に申しわけございません。まだ今その見

積もりやあるいは計算、数字を出している

最中でございますので、ペーパーにもでき

なかったこと申しわけございません。 

 以上でございます。 

 

○古川教育長 本体のパソコンについて、

ちょっと来年度を見通してどうなるのか。 
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岡田教育部長。 

 

○岡田教育部長 今回、コンピューターの

ネットワークをつくるということは、国か

ら今から３年後、５年後には、一人一台の

パソコンを実現しなさいということを言わ

れております。現在の見通しとしましては、

令和２年度の新たな補正予算として、私ど

もでは小学校５、６年、それから中１のか

た向けのパソコン端末約 1,800 台分を調達

していきたいと考えております。順次来年、

再来年度には小学校中学年と中学３年につ

いて導入し、３年目には小学校低学年にと

いう流れで導入していきたいと考えており

ます。業界でも、日本全国の子どもたちに

そんなにパソコンを供給できるのかと、メ

ーカーから供給できるのかという話もあり、

まだ不透明な部分がございますけれども、

現在のところそういう全体計画をもって、

まずは今回の学校内に高速ネットワークを

引くための線を整備するというところでご

ざいます。 

 以上です。 

 

○古川教育長 ただいまの説明に関して、

御質問・御意見等はございませんか。 

 

○片木委員 先生方の中でも、パソコンの

得意な先生と、そうでない先生の個人差が

あるかと思いますけれども、そのレベル差

を埋めていく研修を、ハードだけでなくソ

フト面からの支援も充実させていくという

ことが必要かと思います。やはりパソコン

に関しては、レベルの差を埋めていくこと

も、機器の整備とともに必要かと思います

ので、研修を充実させていただきたいと思

います。 

 

○岡田教育部長 そういった観点、本当に

大事なところです。今回、国はハード面の

整備はするけれども、あとは各自治体でそ

のままじゃなくてきっちりフォローしなさ

いと、しっかり使う計画も立てなさいとの

ことです。また片木委員の御指摘の教員の

研修などそういったことを実施する計画を

しなさいということを言われております。

国のほうも、日本全体で今の学校の子ども

たちにはパソコンが必要なんだというふう

に大きくかじを切った以上、そこまでやる

という強い思いが見えてとれます。 

 これは私、過去に庁内にパソコンを入れ

た経験からです。おっしゃるようにツール

としてパソコンを配ってもなかなか皆さん

に使ってもらいにくい体験をしました。恐

らく３年から５年で使うのが当たり前にな

っていくというようなことを目の当たりに

した経験がございますので、多少時間はと

られますけれども、そういったところは国

も我々も配慮していかないといけないと考

えております。 

 以上です。 

 

○片木委員 今の国はプログラミング教育

と言っていますし、国がどんどん先に進ん

で、それに対応する先生方の研修も非常に

大事になってくるのかなとは思います。 

 

○太田委員 今は子どもの習い事にプログ

ラミングがあるくらいです。 

 

○片木委員 プログラミングの塾に行って

いる子どももいるみたいですね。 

 

○古川教育長 岡田教育部長。 

 

○岡田教育部長 プログラミング学習につ

きましては、今御指摘のように塾でも英語、

算数、国語に並んでプログラミングがある

というのは御存じかと思います。一方、私

ども当初予算で数はまだ少ないですけれど
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も、小学校１、２年生用にはゲーム感覚で

紙ベースの電気を使わないプログラミング

学習の教材を 20 セット、各校１セットず

つ、それから３年生、４年生に向けては、丸

い転がるようなロボット、ボール型のロボ

ットでパソコンやスマホから指示をすれば

右に曲がったり、真っすぐ転ぶというロボ

ットを入れていく予定です。あと５、６年

生においては、実際パソコン教室でスクラ

ッチという世界中で使えるプログラミング

学習をしていただけるようにしています。 

 以上でございます。 

 

○古川教育長 そのほかに何かございます

でしょうか。 

 薮内委員。 

 

○薮内委員 海星幼稚園というのはどこの

幼稚園ですか。 

 

○岩崎学務課長 岬町にございまして、泉

南市から通ってらっしゃるお子さんがいら

っしゃいます。 

 

○片木委員 安松幼稚園は、新制度の中に

は該当しますか。 

 

○岩崎学務課長 新しいこの制度に移られ

た幼稚園と、まだ移っていない幼稚園とい

うのは未移行園と言います。未移行園は、

負担金、国の補助の名称が違い安松幼稚園

は該当しません。 

 

○片木委員 そうなんですね。泉南市内か

ら安松幼稚園に通園している子どもはいま

すよね。 

 

○岩崎学務課長 おられます。 

 

○岡田教育部長 20 名程度の子どもが通

園しております。 

 

○太田委員 カトリック天使幼稚園、海星

幼稚園は、このあたりでは新しい幼稚園で

すよね。 

 

○岩崎学務課長 移行していない未移行園

に関しましては、今おっしゃっていただい

た安松幼稚園、砂川第二幼稚園、阪南市の

さつき台幼稚園。３園は、まだ未移行の幼

稚園です。 

 

○古川教育長 そのほかに御質問・御意見

等はございませんか。 

 よろしいでしょうか。 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしま

したので、泉南市教育委員会令和２年第１

回臨時会を閉会いたします。 

 ありがとうございました。 

 

署 名 （           ） 

    （           ） 


